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№１2 

 森田吾郎（もりたごろう）の巻 

  

大須観音にある「大正琴発祥之地」の碑 

ここがスゴイ！ 

日本音階と西洋音階の両方の音を出す 

画期的な楽器「大正琴」を発明しました。 

こんな人生を送ってきました（経歴） 

明治７（1874）年 7月 25日～昭和２７（1952）年 6月 5日 

 名古屋市中区大須の森田屋旅館の息子として生まれる。本名は川口仁三郎。 

 幼児の頃から発明の才を発揮。明笛の演奏技術はかなりのもので、一弦琴や二弦琴に

関して名古屋での普及に努めた。 

明治２５（1892）年１８歳で楽器を携え日本中を旅し、明治３０年代にはアメリカからヨーロ

ッパに渡り、西洋文化と接触する機会を持つ。老若男女を問わず誰もが親しめ、流行の西洋

音階を気軽に奏でられる楽器を作りたいと思い、帰国後、二弦琴を主体とし、タイプライター

のメカニズムにヒントを得て、和洋折衷の新しい楽器「大正琴」を考案した。大須観音の境内

での大正琴の実演や特約店で店頭演奏するなどして、人気の楽器となった。当時、「大正琴

を弾かぬ者は現代人ではない」という者すらいた。 

大正琴以外にも様々な楽器を発明し、昭和２７（1952）年７７歳で亡くなった。 
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